
令和３年度(令和２年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 32-006

担当 尾中
内線等 544

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

H30年度 R1年度 R2年度 単位
171 181 197 日
16 17 5 日

3,195 3,801 620 千円
6,871 6,831 7,098 千円
10,066 10,632 7,718 千円
30年度 元年度 R2年度 単位
58,865 58,740 39,178 円

H30年度 R1年度 R2年度 単位

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

法定事務 ― ある
― ある

大きい ない ない

目標値 単位

委員会が円滑に運営されるように努める。

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

委員会審査や調査活動が適切かつ円滑に行われるように努め、適正な議会運営に寄与し
ていく。コロナ禍において現地視察が困難であっても、オンライン視察や政務活動費を
活用したウェブセミナーの参加などを取り入れながら、委員会において課題解決に向け
た議論がされ市政に対してよりよい提言が行えるよう努める。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和３年度
の目標

成果指標

⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｂ

各委員会で積極的かつ活発的に委員会審査や委員会活動ができるよう、事務局として委
員と執行部との連絡調整を行う等の支援に取り組んだ。コロナ禍の影響を受け、調査事
項に係る県内外への現地視察は実施できなかったが、新しい生活様式に合った議会活動
としてオンライン視察と文書照会を積極的に実施し課題に対する見識を深め、調査研究
に反映させることができた。

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ

成　果

成果指標
各委員会において、円滑な運営を進める
ことができた。

人件費
総事業費

活動単位当たりのコスト
①委員会開催１日当たりの費用

目的を達成
するための
手段・活動

内容

委員会運営業務（会議録の作成、音響、録音、進行確認他）の実施
傍聴規則に基づく受付業務と適切な接遇
当該委員会の開催及び次第の作成
当局への連絡調整

Ｄ

活動結果

活動実績
①委員会開催のべ日数
②委員会開催のべ日数のうち視察日数

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

事業費

第１節　行財政運営とサービスの向上
１．行政運営

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

根拠法令等 地方自治法第６章、半田市議会基本条例

対象・目的
各常任委員会や特別委員会等が法令等に基づき円滑に運営されるとともに、その結果や
記録を適切に作成する。

PDCA 事務事業名 委員会運営事業 部課等名
市議会事務局　議事課　議
事担当

Ｐ
政策体系

第６章　自立した地域経営のまち


